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ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等でも使える

いちご 炭そ病の防除に！

R150 自動防除機実演 6月13日に三豊市のブドウ生産者の圃
場でR150の農薬散布試験を行いました。遮蔽物（ハウス, 葉っぱ）
の影響で位置情報が取れず手動防除となりました。
また、6月23日には瀬戸内オリーブ研究会でR150自動防除機の実
演の機会を頂きました。農業生産場面の省力化のため活用できる
機会を模索していきます。ご要望は当社までご相談ください。

FMCのYoutubeチャンネルで綾川町のいちご生産者 
高嶋様が紹介されています

瀬戸内オリーブ研究会ぶどう園で散布試験

7月勉強会：「いちご栽培お役立ち情報（育苗～定植編）」
1.日時
7月12日(水)　13：30～ @三木本社
7月13日(木)　13：30～ @観音寺営業所
2.勉強会内容
いちご育苗期のおすすめ薬剤
育苗期の病害にかかると大きく収量減となる可能性もあります。育
苗期の病害虫管理のおすすめ薬剤などをご紹介します。
RACコードを使った効果的な防除について
農薬の系統は作用機構分類を表すRAC（ラック）コードを調べる
ことで簡単に知ることができます。今回、RACコードを使った防除
方法についてお伝えします。
遮光剤散布・ハウスクリーニングサービスについて
ハウス内での作業や栽培で上手に活用したい遮光剤散布サービ
スについてご紹介します。

QRコードより申込・参加頂いた方の中から5名に「モ
バイルバッテリー」をプレゼント！

勉強会へのエントリーはこちらから！→

ねぎのシロイチモジヨトウ対策
（ネギの問題害虫：チョウ目害虫） 

シロイチモジヨトウは農薬防除が困難
狭い隙間に潜り込んだり、葉の内部から加害する習性がある為、薬剤
がかかりにくい上、薬剤抵抗性も発達しており防除が難しい害虫です。
シロイチモジヨトウの防除方法について
基本的な防除対策としては、圃場をよく確認して早期発見、難しい場
合は、チョウ目害虫の成虫が飛び出す頃から徹底して薬剤防除をする
事、成虫の飛来は卵を産み付けにくる目安となります、初期に叩ければ
、他の株に広がるリスクを下げる事が出来ます、幼虫が作物体内に食
い込んでしまうと農薬での防除は非常に困難です。 
老齢幼虫になると薬剤効果も低下する為、若齢幼虫までに徹底して防
除して下さい、その際は、一つの薬剤系統に頼らず、複数の薬剤系統を
併用する事が重要です。 
散布についても、サッと終わらせる事はせず、しっかり水量を株全体に
薬液がかかるようにしましょう。 移行性が乏しい薬剤を使う場合、散
布ムラによる食害や食い込みにつながる場合があります、機能性展着
剤等も上手に活用する事が大切です。

シロイチモジヨトウに効果のある農薬
ディアナSC、ベネビアOD、ヨーバルFL、グレーシア乳剤、トルネードエ
ースDF、カスケード乳剤、コテツFL、デルフィン顆粒、ノーモルト乳剤、
アクセルFL、フェニックス顆粒水和剤、プレオFL
※農薬の選定、散布体系は抵抗性が発達している場面もあるので、指
導機関に相談してください。
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ハウスの遮光・遮熱・クリーニング剤散布代行 当社では2021年よりド
ローンによるハウス遮光剤散布を試験に取り組んできました。ご利用頂いた生産者様
から好評の声があり一般展開させて頂きました。
遮光剤散布サービスの場合）
・遮光剤を散布することで遮光率を20-30%カット
・ハウス内の温度上昇を抑制
・効果の持続期間は2-3ヶ月
・遮光資材と違い片付けの作業労力を削減出来ます
価格：　税込 49,500円 / 10a, 遮光資材費含む

※フィルム素材、外部環境により持続期間は変動します。保証期間ではありません
※遮光資材はアキレスファインシェード標準タイプを使用します
※ハウスの立地条件などで受けられない場合もあります

えんぱちおうち見守り隊

シロアリ対策

ハチ駆除

ハト対策

お困りごとは我々が対応します！

webサイト
リニューアル

インスタ始めました。
日々の作業の様子を
共有しています

当社ドローンスクールの3つのメリット）
1.ドローン防除のプロが教える
2017年より延べ2,000ha以上の防除実績を持ち、
年間100~300ha防除実績のあるインストラクターが指導に当たり、
実戦防除までのサポートが可能です
（UTC農業教育プログラムインストラクター4名在籍）

2.空散可能な農薬・肥料・資材などの情報をタイムリーに入手出来る
農薬・肥料・ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ資材などの開発・登録情報をタイムリーに提供
農薬登録数は19年3月時点646件 → 21年12月時点912件
UTC農業教育プログラム整備士が2名在籍しているため購入後のサポートも安心！

3.喜多猿八ドローン防除チームに参加し地域の農業に貢献出来る
当社のドローン請負防除の一部は当社管理の元外部業者様に協力頂き実施しています
当社防除チームへの加盟は参加条件（技能・其他）をクリア頂く必要があります
※ 条件詳細は当社までお問い合わせ下さい

ドローン防除のプロが教えるドローン教習・整備場　農業用
ドローンの知識や操縦技術を学ぶだけでなく購入～アフターメンテ
ナンスまですべてをトータルサポートしますのでご安心ください。

R5年度 柑橘ドローン散布試験を実施中です。
当社のyoutubeサイトでUpしています。

5月中旬：灰色かび病
「プロポ画面全部見

せます」編

5月初旬：訪花昆虫
「自動航行の課題お
伝えします」編
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喜多社長のフィロソフィ日記「夏季賞与支給」 昨年秋から人事評価制度を開始、各リーダー達の評価を反映した初めての夏季賞与
を6月30日に支給した。10-3月までの評価表を元にリーダー達が集まり「人事評価調整会議」を実施したが、会社が求めるレベル感と評
価者がメンバーに求めるレベル感に大きく乖離があり計2.5日間要してしまった。。。個々の目標設定から始まり面談、リーダー評価、調整
会議、評価のフィードバック面談とやることはてんこ盛りであるが、継続していくことで制度が評価者の人事評価のモノサシが揃ってくる
だけではなく評価者（幹部・リーダー）の人材育成の場となるのではと思う。
昨年2月調査の全国の農業経営体数は既に100万を切っており今後も減少していくとの予測もある。また、「みどりの食料システム戦略」
が制定され2050年までに化学農薬の使用量をリスク換算ベースで50％低減、化学肥料の使用量を30％低減を目指すという目標もあり
当社の既存事業は変化していくことを求められている。このような事業環境変化もあり、新人事評価制度には積極的に新分野に挑戦して
いく人材を育成していこうとの思いを込めて策定した。
当社は明治33年に漢方薬の薬種店として創業し、大正初
期から農薬販売事業、高度経済成長期である昭和40年頃
に環境衛生事業を開始した。長年継続できているのは時代
の変化に合わせ事業の形態を変えてきたことがあるのだと
思う。会社に脈 と々流れ続けているDNAを新人事評価制度
にしっかり埋め込んで行こうと改めて思った。

病害防除剤

「特効薬」と声が上がる理由、オロンディ
スウルトラSCのブドウのべと病に対する
作用を分かりやすく解説。２つの成分そ
れぞれが植物体にどう働いているのか。
詳しくは動画で（← QRコードより）


